









大 会 発 表 要 旨1998.10.23-24 『デザイン理論』40/2001
「ち」 の意 匠論
一 「見 え」.の景 域 とシークエ ンシャル ・アクテ ィ ビティーに関 して 一
大森正夫/京都嵯峨芸術大学短期大学部
みち,ま ち,と ち。「ち」 に関わる意匠に
ついて考えてみたい。
道の意の 「ち」に接頭語 「み」がついて出





なる。 しか し,「ち」には,自 然物が もっ霊
的な力の意(霊)が あり,古代より「をうち」





や 「路」の字が当て られているのである。 さ
らに,「ち」は不定多数である千萬(よ ろず)
を意とする語で もあり,区画をもっ地割りか
ら派生 した 「まち(町 街)」が千万の 「ち」



















































図1参 道 配置図 図2代 表 的なシー クエ ンスCG
図3境 内参道の生垣部分展開図
要となった。画像情報が雑多な視野域を分析
した結果,こ こでの 「景」 は3景群(地 面,
建物,造 作)5景 類(地 景,物 景,緑 景,水
景,装 景)10景素系(山 地,平 地,建 物,境







































も整理 した上で,参道の 「道程」か ら環境表
現の在り方を総合的に探 っていきたい。
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